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1.研究の背景

2. AIを用いた水質予測

3. AIを用いた売上予測

4. AIを用いた外来生物判定



Society5.0

2出典：https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/society5_0.pdf



SDGs
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SDGs アクションプラン2020

4出典：https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/dai8/actionplan2020.pdf



本プロジェクトの方針
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● 北勢地域で

情報系学部を持つ

唯一の大学

● Society5.0の

キーテクノロジー

● SDGsの

ターゲット９

AIを使った

問題解決

北勢地域に

おける

AI研究・適用

の拠点



脳内の神経細胞のネットワーク構造を模した数学モデル

NN（ニューラルネットワーク）
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DNN（ディープニューラルネットワーク）
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中間層を複数（１０層以上など）にしたニューラルネットワーク

入力層 出力層

入
力
デ
|
タ

出
力
デ
|
タ

中間層



CNN（Convolutional Neural Network：畳み込みニューラルネットワーク）
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フィルタ処理
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RNN（Recurrent Neural Network：再帰型ニューラルネットワーク）
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発表の流れ
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3. AIを用いた売上予測
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水質予測 －背景－
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➢ 英虞湾の真珠養殖における従事者の高齢化・需要低下

⇒ 衰退傾向

➢ 三重県による情報技術を用いた伝統産業の支援

「真珠養殖におけるAI・ICTを活用したスマート化促進事業にか

かる水質観測ICTブイを用いた英虞湾漁場環境モデルの開発研

究」（2019年度～）

➢ 四日市大学（千葉研究室）による数理モデルを用いた水質予測シ

ステムの開発

試験運用（2020年度～）



英虞湾の水質予測システム（数理モデル）
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予測データ表示サイト

学外サーバー

データ受信、保存、
Webページ公開

学内予測計算PC(Windows)

予測システム構成図

2021年5月
試験運用開始
（現在運用中）

英虞湾の水温・塩分
モニタリングシステム
（３地点の自動観測

ブイ）

英虞湾の水質観測
データ

（船舶観測）

ＧＳＭ，ＭＳＭ
気象予報データ

（京大）



AIによる気象予報データの補正
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➢ 地上気温予報値を

DNNで補正

➢ DNNによる低誤差

な補正

青色：南伊勢アメダス観測値 橙色：MSM予測値
灰色：DNN補正値



AIによる水温・塩分予測
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気象予報値（10日分）気象（気温、日射量、降水量）観測値（20日分）

水温、塩分観測値（20日分） DNN予測値（10日分）

予測日

未来過去

19日前 10日後

MSM, GSMアメダス又はMSM, GSM

全結合 全結合 全結合

入力層(80) 出力層（10）隠れ層(32) 隠れ層(16)

水温、塩分
予測値
（10日分）

気温、日射量、
降水量、観測値
（20日分）

気温、日射量、
降水量、予報値
（10日分）

水温、塩分観測値
（20日分）

教師データ
水温、塩分
観測値
（10日分）



AIによる水温予測の結果

2021年6月の日射量増加によ
る英虞湾央表層の水温上昇を
予測できている

左の予測モデル構築時の
学習過程の予測誤差収束状況
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2021年6月の日射量増加によ
る英虞湾央表層の水温上昇を
予測できている



AIによる塩分予測の結果
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2021年8月中旬の大雨
による急激な英虞湾央
表層の塩分低下を予測
出来ている

降雨停止後すぐに始
まった表層塩分の上昇
を予測できている。

降雨停止後の緩や
かな表層塩分の増
加現象をある程度
予測できている。



発表の流れ
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売上予測 －背景－
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食品製造業

128

（22%）

食品卸売業 14（3%）

食品小売業

64 （11%）

外食産業

103

（18%）

事業系

309

（54%）

家庭系

261

（46%）

➢ 栄養不足人口の増加

➢ 食料需要の将来的な増加

➢ 国内食品ロス全量570万ｔ

出典：http://www.env.go.jp/press/110247.html



売上予測 －目標－
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➢ 勘による生産量決定

✓ 薄利多売

✓ 販売機会損失回避

➢ 利益率……低

➢ 消費期限…短

廃棄（食品ロス）の発生 廃棄（食品ロス）の削減

➢ AIによる高精度な生産量予測

✓ 販売機会損失回避



予測モデル
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➢ 販売データ

✓１週間の売上データを基に２年分を作成

✓ランダムで売上量を変動

✓季節変動を加味

➢ 予測モデル

✓ LSTM（Long Short Term Memory：長・短期記憶）

過去の売上量

（100日分）

売上予測値



評価結果
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➢ 予測精度は比較的良好

➢ オーバーシュート（過大に予測）はほぼ
ない

学習時 予測時



今後の課題
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➢ 評価関数の再考

⇒ ややオーバーシュートの予測：販売機会損失への対策

➢ リアルデータへの適用

➢ 気温，天候，イベントデータの追加



発表の流れ

23

1. 研究の背景

2. AIを用いた水質予測

3. AIを用いた売上予測

4. AIを用いた外来生物判定



外来生物判別 －背景－

24

➢ 元来の生態系の破壊

➢ 人の生命・身体への危険

➢ 海外からの意図的な持ち込み

➢ グローバル化による非意図的な持ち込み

駆除するための外来生物マップの必要性

• ４種の外来植物（アレチウリ，オオフサモ，

オオキンケイギク，オオカワヂシャ）

四日市市による外来生物調査（2014～2016）

• 調査員数が少ない

• 調査範囲が不完全

• メッシュサイズが大きい

• 市民が参加しても判別ができない

問題点

外来生物判別アプリ

• 市民が参加

• ピンポイント（緯度・経度）

• 自動判別

解決策



外来生物判別システム構成
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トップ画面

地図画面

カメラ画面

図鑑画面

外来生物名

画像データ

外来生物
判定サーバー

アプリ



外来生物判別評価条件
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画像：５５０枚（５０枚/種）

学習用：４４０枚 評価用：１１０枚

⚫ 植物４種

✓ アレチウリ

✓ オオキンケイギク

✓ オオフサモ

✓ オオカワヂシャ

⚫ 動物７種

✓ アライグマ

✓ ウシガエル

✓ オオクチバス

✓ カダヤシ

✓ セアカゴケグモ

✓ ヌートリア

✓ ブルーギル

判定モデル：５種１１モデル

✓ AlexNet

✓ VGG

✓ GoogLeNet

✓ ResNet

✓ DenseNet



外来生物判別評価環境
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言語： Python 3.10

フレームワーク： Pytorch 2.1.0

判定モデル： Pytorch組み込み

外来生物画像でファインチューニング

データ拡張： ランダムで左右反転・回転



外来生物判別精度
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スマホアプリ
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今後の課題
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スマホアプリ

➢ Android向けアプリのアップデート

➢ iPhone向けアプリの作成

判定サーバー

➢ 外来生物種の増加

➢ より多くの既存モデルでの調査

➢ 外来生物判定専用モデルの作成



まとめ

31

AIを用いた水質予測

• 水質予測システム構築

• AIによる気象データ補正

従来よりも高精度

• AIによる水温予測

ほぼ正確に予測

• AIによる塩分予測

ほぼ予測

わずかに誤差

AIを用いた売上予測

• 売上予測モデル作成

• 売上予測の初期評価

好性質な売上データ

曜日変動，季節変動

• 良好な予測

課題

• 実売上データでの評価

AIを用いた外来生物判定

• 判定精度の評価

外来生物11種

画像判定モデル11種

• DenseNet201で100%

• スマホアプリ制作中

課題

• 外来生物の多種化

• スマホアプリ完成



ご清聴ありがとうございました


